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農
水
省
は
６
月
１４
日
、
肉

用
子
牛
価
格
の
急
激
な
下
落

を
踏
ま
え
、
農
畜
産
業
振
興

機
構
（
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
）
に
お
い

て
、
臨
時
・
緊
急
の
関
連
対

策
を
実
施
す
る
と
発
表
し

た
。５

月
中
旬
以
降
の
黒
毛
和

種
の
子
牛
価
格
は
、
配
合
飼

料
価
格
の
高
騰
に
よ
り
導
入

を
控
え
る
動
き
等
か
ら
、
急

激
に
下
落
。
去
勢
・
雌
含
め

た
全
国
平
均
価
格（
税
込
み
）

は
、
５
月
、
６
月
連
続
で
６０

万
円
台
と
な
っ
た
。
乳
牛
去

勢
・
交
雑
種
の
子
牛
価
格
も

弱
含
み
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
優
良
肉
用
子

牛
生
産
推
進
緊
急
対
策
事
業

（
１
０
２
億
円
）を
措
置
し
、

子
牛
価
格
急
落
時
に
出
荷
奨

励
金
を
交
付
す
る
。
２２
年
６

月
か
ら
１２
月
ま
で
の
臨
時
・

緊
急
の
措
置
。

交
付
対
象
は
、
肉
用
子
牛

生
産
者
補
給
金
制
度
に
加
入

し
て
い
る
生
産
者
。
経
営
改

善
の
た
め
、①
経
営
分
析（
経

営
管
理
研
修
会
へ
の
参
加
な

ど
）
②
飼
料
効
率
の
改
善
③

子
牛
の
疾
病
防
止
④
駆
虫
・

防
虫
対
策
⑤
牛
体
管
理
の
徹

底
（
削
蹄
の
実
施
な
ど
）
⑥

寒
冷
対
策
⑦
暑
熱
対
策
⑧
添

加
物
に
よ
る
栄
養
補
助
―
の

８
つ
の
取
り
組
み
メ
ニ
ュ
ー

の
う
ち
、
３
つ
以
上
取
り
組

む
こ
と
が
要
件
。

黒
毛
和
種
、
交
雑
種
、
乳

用
種
そ
れ
ぞ
れ
２
段
階
の
発

動
基
準
と
な
っ
て
い
る

（
表
）
。
例
え
ば
黒
毛
和
種

の
場
合
、全
国
平
均
価
格（
月

別
、
税
込
み
価
格
）
が
６０
万

円
以
下
に
な
れ
ば
１
頭
当
た

り
１
万
円
、
５７
万
円
以
下
に

な
れ
ば
同
３
万
円
の
奨
励
金

を
販
売
頭
数
に
応
じ
て
交
付

す
る
。
３
品
種
の
発
動
が
３

ヵ
月
連
続
で
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
対
策
は
終
了
す
る
。

ま
た
、
既
存
の
２２
年
度
Ａ

Ｌ
Ｉ
Ｃ
事
業
の
要
件
を
緩
和

す
る
。
肉
用
牛
経
営
安
定
対

策
補
完
事
業
の
う
ち
優
良
繁

殖
雌
牛
導
入
支
援
（
３６
億
円

の
内
数
）
で
は
、
産
肉
能
力

に
優
れ
た
繁
殖
雌
牛
の
導
入

を
支
援
し
て
い
る
。
雌
子
牛

の
購
買
需
要
を
喚
起
す
る
た

め
、
臨
時
措
置（
１２
月
ま
で
）

で
、
高
齢
牛
の
更
新
に
取
り

組
む
肉
用
子
牛
生
産
者
を
支

援
す
る
。

８
歳
以
上
の
高
齢
牛
を
淘

汰
し
、
繁
殖
雌
牛
を
導
入
す

れ
ば
、
優
良
牛
の
場
合
は
１

頭
当
た
り
４
万
円
の
奨
励
金

を
６
万
円
に
、
高
能
力
牛
の

場
合
は
同
５
万
円
の
奨
励
金

を
９
万
円
に
引
き
上
げ
る
。

養
豚
経
営
安
定
対
策
補
完

事
業
（
２
億
円
）
で
は
、
生

産
性
向
上
の
た
め
、
優
良
な

Ｆ
１

母
豚
を
導
入
す
れ
ば
、１

頭
当
た
り
２
万
円
を
助
成
し

て
い
る
。
臨
時
措
置
（
同
）

で
、
１
経
営
体
当
た
り
の
導

入
上
限
頭
数
３０
頭
を
４５
頭
に

引
き
上
げ
る
。

そ
の
ほ
か
、
配
合
飼
料
価

格
安
定
制
度
に
お
け
る
補
て

ん
金
の
着
実
な
支
払
い
を
支

援
す
る
。異
常
補
て
ん
基
金
、

通
常
補
て
ん
基
金
の
民
間
積

み
立
て
分
に
対
す
る
「
つ
な

ぎ
資
金
」
と
し
て
、
Ａ
Ｌ
Ｉ

Ｃ
か
ら
２
３
７
億
円
を
措

置
。
２２
年
度
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
事
業

の
既
措
置
分
と
合
わ
せ
て
３

８
７
億
円
と
な
る
。

農
水
省
は
６
月
２１
日
、「
食

料
の
安
定
供
給
に
関
す
る
リ

ス
ク
検
証
（
２
０
２
２
）
」

を
公
表
し
た
。

対
象
は
、
食
料
２７
品
目
に

食
料
産
業
４
業
種
・
林
業（
木

材
）
な
ど
を
合
わ
せ
た
３２
品

目
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
９８

％
を
カ
バ
ー
）
。
リ
ス
ク
評

価
（
安
定
供
給
に
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
）
は
、
品
目
ご

と
に
、
「
起
こ
り
や
す
さ
」

を
５
段
階
、
「
影
響
度
」
を

３
段
階
で
評
価
し
、
特
に
影

響
度
が
大
き
い
「
重
要
な
リ

ス
ク
」
と
、
「
注
意
す
べ
き

リ
ス
ク
」
を
特
定
し
た
。

【
検
証
結
果
概
要
】

①
食
料
供
給
の
概
観

日
本
の
食
料
自
給
率
は
３７

％
（
２０
年
度
、
カ
ロ
リ
ー
ベ

ー
ス
）
で
、
残
り
の
６３
％
は

輸
入
す
る
食
料
に
頼
っ
て
い

る
。
国
産
と
輸
入
上
位
４
ヵ

国
（
米
国
２３
％
、
カ
ナ
ダ
１１

％
、
豪
州
８
％
、
ブ
ラ
ジ
ル

６
％
）
で
供
給
カ
ロ
リ
ー
の

８５
％
を
占
め
て
い
る
。
今
後

の
安
定
供
給
の
た
め
に
は
、

「
輸
入
品
目
の
国
産
へ
の
置

き
換
え
を
着
実
に
進
め
る
と

と
も
に
、
主
要
輸
入
先
国
と

の
関
係
を
維
持
し
て
い
く
こ

と
も
必
要
不
可
欠
」
と
指
摘

し
た
。

②
主
な
検
証
結
果

輸
入
割
合
の
高
い
主
要
な

品
目
の
う
ち
、
特
に
飼
料
穀

物
や
木
材
で
価
格
高
騰
の
リ

ス
ク
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ

り
、
「
重
要
な
リ
ス
ク
」
と

評
価
。
ま
た
、
小
麦
、
大
豆
、

ナ
タ
ネ
で
は
、
価
格
高
騰
の

起
こ
り
や
す
さ
は
中
程
度
だ

が
、そ
の
影
響
度
が
大
き
く
、

「
重
要
な
リ
ス
ク
」と
評
価
。

労
働
力
・
後
継
者
不
足
の

リ
ス
ク
は
、
手
作
業
が
多
く

労
働
集
約
的
な
品
目（
果
実
、

野
菜
、
畜
産
物
等
）
を
中
心

に
そ
の
起
こ
り
や
す
さ
が
高

ま
っ
て
い
る
か
、
顕
在
化
し

て
お
り
、「
重
要
な
リ
ス
ク
」

と
評
価
。

輸
入
依
存
度
の
高
い
生
産

資
材
の
う
ち
、
燃
油
の
価
格

高
騰
等
の
リ
ス
ク
は
、
そ
の

起
こ
り
や
す
さ
が
高
ま
っ
て

お
り
、
燃
油
費
の
割
合
が
高

い
品
目
（
野
菜
、
茶
、
水
産

物
等
）
で
は
「
重
要
な
リ
ス

ク
」
と
評
価
。
肥
料
の
価
格

高
騰
等
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て

は
、
肥
料
は
農
産
物
の
生
産

に
必
須
で
そ
の
影
響
度
は
大

き
く
、
ほ
と
ん
ど
の
品
目
で

「
重
要
な
リ
ス
ク
」と
し
た
。

家
畜
伝
染
病
の
リ
ス
ク

は
、
口
蹄
疫
や
ア
フ
リ
カ
豚

熱
が
近
隣
諸
国
で
継
続
的
に

発
生
し
て
お
り
、
そ
の
起
こ

り
や
す
さ
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
発
生
し
た
場

合
の
影
響
度
が
大
き
い
た

め
、
「
重
要
な
リ
ス
ク
」
と

評
価
。
温
暖
化
や
高
温
化
の

リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
「
注

意
す
べ
き
リ
ス
ク
」と
し
た
。

同
省
は
、
食
料
安
全
保
障

に
関
連
す
る
施
策
全
般
に
つ

い
て
、
さ
ら
な
る
検
証
を
行

い
、
必
要
と
な
る
施
策
等
を

検
討
す
る
と
し
て
い
る
。

政
府
は
６
月
２１
日
、
農
林

水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造

本
部
（
本
部
長
：
岸
田
文
雄

内
閣
総
理
大
臣
）
を
開
き
、

農
林
水
産
改
革
の
展
開
方
向

を
示
す
「
農
林
水
産
業
・
地

域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
を

改
訂
し
た
。
新
た
に
「
食
料

安
全
保
障
の
確
立
」
を
章
と

し
て
独
立
さ
せ
、
柱
に
据
え

た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等
に
よ

り
顕
在
化
し
た
リ
ス
ク
を
踏

ま
え
、
食
料
安
全
保
障
の
強

化
に
向
け
て
、
今
年
４
月
に

政
府
が
決
定
し
た
「
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
等
総
合
緊
急

対
策
」
を
速
や
か
に
実
施
す

る
と
と
も
に
、
以
下
の
対
策

に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

▽
肥
料
価
格
の
急
激
な
高

騰
へ
の
対
策
の
構
築
等
の
検

討
を
は
じ
め
、
燃
油
・
飼
料

等
の
価
格
高
騰
対
策
、
調
達

国
の
多
角
化
や
肥
料
原
料
の

備
蓄
な
ど
肥
料
の
安
定
確
保

体
制
の
構
築
、
堆
肥
等
の
国

内
資
源
の
有
効
活
用

▽
輸
入
依
存
穀
物
（
小
麦

・
大
豆
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な

ど
）
の
増
産
、
備
蓄
の
検
証

等
▽
米
粉
の
需
要
拡
大
・
米

粉
製
品
の
開
発
、
食
品
産
業

の
国
産
原
料
へ
の
切
り
替
え

促
進
等
―
な
ど
を
検
討
。

そ
の
上
で
、
将
来
を
見
据

え
た
食
料
安
全
保
障
の
強
化

に
向
け
、
幅
広
い
観
点
で
中

長
期
的
な
課
題
の
検
討
を
行

う
。
そ
の
際
、
改
め
て
食
料

安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク
の
分

析
・
評
価
、
現
行
施
策
の
検

証
を
進
め
、
将
来
に
わ
た
る

食
料
の
安
定
供
給
確
保
に
必

要
な
総
合
的
な
対
策
の
構
築

に
着
手
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
同
プ
ラ
ン
は

「
国
外
の
需
要
を
さ
ら
に
取

り
込
む
た
め
の
農
林
水
産
物

・
食
品
の
輸
出
促
進
」
「
農

林
水
産
業
の
グ
リ
ー
ン
化

（
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
の
実
現
に
向
け
た
施
策

の
展
開
）
」
「
ス
マ
ー
ト
農

業
の
推
進
」
な
ど
を
柱
に
据

え
て
い
る
。

農
林
水
産
業
の
グ
リ
ー
ン

化
に
つ
い
て
は
、
同
日
開
催

の
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
本
部
」
で
決
定
し
た

新
た
な
取
り
組
み
内
容
等
を

記
載
し
て
改
訂
。
５０
年
ま
で

に
目
指
す
姿
の
実
現
に
向
け

て
、
３０
年
ま
で
に
、
①
化
学

農
薬
の
使
用
量
（
リ
ス
ク
換

算
）
を
１０
％
低
減
、
②
輸
入

原
料
や
化
石
燃
料
を
原
料
と

し
た
化
学
肥
料
の
使
用
量
を

２０
％
低
減
、
③
耕
地
面
積
に

占
め
る
有
機
農
業
の
取
り
組

み
面
積
を
６
万
３
千
㌶
に
拡

大
（
１８
年
：
２
万
４
千
㌶
）

な
ど
の
新
た
に
設
定
し
た
中

間
目
標
や
取
り
組
み
等
を
追

記
し
た
。

中
央
酪
農
会
議（
中
酪
）

が
緊
急
的
に
実
施
し
た
酪

農
経
営
に
関
す
る
実
態
調

査
（
６
月
１５
日
公
表
）
に

よ
る
と
、
酪
農
家
の
９
割

以
上
が
経
営
難
を
感
じ
、

約
６
割
が
「
酪
農
を
続
け

ら
れ
な
い
」
と
思
っ
て
い

る
。
牛
乳
消
費
低
迷
に
よ

る
収
入
減
や
外
的
要
因
な

ど
に
よ
り
、
酪
農
経
営
は

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

同
調
査
は
６
月
９
日
〜

１４
日
、
酪
農
家
１
９
７
人

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
形

式
で
実
施
。
経
営
環
境
に

つ
い
て
、過
去
１
年
間
に「
経

営
を
困
難
に
感
じ
た
」
酪
農

家
は
全
体
の
９２
・
４
％
、
現

在
「
経
営
の
悪
化
」
を
感
じ

て
い
る
の
は
９７
・
０
％
で
、

酪
農
家
の
ほ
と
ん
ど
が
経
営

難
を
痛
感
し
て
い
る
。

ま
た
、
直
近
１
ヵ
月
の
経

営
状
況
に
つ
い
て
、
６５
・
５

％
が
「
赤
字
」
と
回
答
。
現

在
の
環
境
が
続
い
た
場
合
、

今
後
も
酪
農
経
営
を
続
け
ら

れ
る
と
思
う
か
と
聞
く
と
、

５５
・
８
％
が
「
続
け
ら
れ
な

い
」
と
答
え
た
（
図
）
。

経
営
悪
化
の
要
因
と
し

て
、「
円
安
」（
８９
・
８
％
）、「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
」
（
８５
・
３

％
）
、
「
原
油
高
」
（
８４
・

３
％
）
が
挙
げ
ら
れ
た
。
経

営
努
力
で
は
ど
う
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
外
的
要
因
が
酪

農
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。

酪
農
経
営
で
減
少
し
て
い

る
と
感
じ
る
収
入
を
聞
く

と
、
「
牛
販
売
の
収
入
の
減

少
」
（
６７
・
０
％
）
と
「
生

乳
販
売
の
収
入
の
減
少
」（
６１

・
９
％
）
が
２
大
要
因
と
な

っ
て
い
る
。

経
営
環
境
の
悪
化
に
よ
る

具
体
的
な
影
響
と
し
て
は
、

「
将
来
に
向
け
た
牧
場
の
投

資
の
減
少
」（
６７
・
０
％
）、

「
貯
金
の
切
り
崩
し
」
（
６６

・
５
％
）
、
「
家
族
の
生
活

費
の
切
り
下
げ
」
（
４７
・
７

％
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

将
来
へ
の
不
安
を
感
じ
る
と

と
も
に
、
実
生
活
に
も
大
き

く
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。

発動基準価格
発動基準Ｂ

（奨励金単価：３万円／頭）

５７万円

２９万円

１７万円

注 :発動基準は消費税込価格

発動基準Ａ
（奨励金単価：１万円／頭）

６０万円

３０万円

１８万円

品種区分

黒毛和種

交 雑 種

乳 用 種

子
牛
価
格
下
落
で
緊
急
対
策

子
牛
価
格
下
落
で
緊
急
対
策

既
存
事
業
も
要
件
緩
和
し
畜
産
支
援

「
食
料
安
全
保
障
の
確
立
」を
柱
に

農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
改
訂中酪調査

酪
農
家
９
割
が
経
営
難

農水省検証

食
料
安
定
供
給
で「
重
要
な
リ
ス
ク
」

円
安
や
収
入
減
少
で

穀
物
価
格
高
騰
や
労
働
力
不
足
な
ど
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農
水
省
は
６
月
２１
日
、
２１

年
度
に
お
け
る
担
い
手
（
認

定
農
業
者
等
）
へ
の
農
地
集

積
の
状
況
や
農
地
中
間
管
理

機
構（
以
下「
農
地
バ
ン
ク
」）

の
実
績
を
公
表
し
た
。

２２
年
３
月
末
の
担
い
手
へ

の
農
地
集
積
面
積
は
２
５
６

万
１
０
９
㌶
で
、
全
耕
地
面

積
（
４
３
４
万
９
千
㌶
）
に

占
め
る
シ
ェ
ア
（
割
合
）
は

５８
・
９
％
（
前
年
度
比
０
・

９
㌽
増
）
と
な
っ
た
（
図

１
）
。

農
地
集
積
率
を
地
域
別
に

み
る
と
、
北
海
道
で
９
割
を

超
え
る
ほ
か
、
東
北
、
北
陸

で
高
い
。
一
方
、
近
畿
、
中

国
な
ど
で
は
低
く
な
っ
て
い

る
。２１

年
度
の
年
間
集
積
目
標

面
積
は
１４
万
９
２
１
０
㌶
だ

っ
た
が
、
集
積
面
積
（
農
地

バ
ン
ク
を
介
さ
な
い
も
の
を

含
む
）
は
２
万
４
９
９
４
㌶

に
と
ど
ま
っ
た
。
う
ち
、
農

地
バ
ン
ク
の
転
貸
に
よ
る
新

規
集
積
面
積
は
１
万
９
６
８

５
㌶
で
、
目
標
に
対
す
る
寄

与
度
は
１３
％
と
な
っ
て
い

る
。ま

た
、
２１
年
度
の
農
地
バ

ン
ク
の
取
扱
実
績
（
転
貸
面

積
）
は
、
前
年
度
か
ら
４
万

３
３
５
６
㌶
増
え
、
累
計
で

は
３３
万
８
７
８
５
㌶
と
な
っ

た
（
図
２
）
。

農
地
バ
ン
ク
は
、
農
地
の

分
散
状
態
を
解
消
し
、
集
積

・
集
約
化
を
進
め
る
た
め
の

仕
組
み
と
し
て
、
１４
年
に
創

設
さ
れ
た
。
１３
年
度
の
担
い

手
へ
の
農
地
集
積
面
積
は
２

２
０
万
８
２
５
８
㌶
で
、
農

地
集
積
率
は
４８
・
７
％
だ
っ

た
。
１４
年
度
に
５０
・
３
％
と

な
り
、
そ
の
後
も
上
昇
し
て

い
る
が
、伸
び
率
が
鈍
化
し
、

年
１
㌽
程
度
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。

政
府
は
２３
年
度
ま
で
に
、

全
耕
地
面
積
の
８
割
が
担
い

手
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
る
農

業
構
造
の
確
立
を
目
指
し
て

い
る
。
残
り
２
年
と
な
っ
た

が
、目
標
と
の
差
は
大
き
い
。

目
標
達
成
に
は
、
農
地
バ
ン

ク
に
よ
る
農
地
の
集
積
・
集

約
化
の
取
り
組
み
の
加
速
化

が
必
要
な
状
況
と
な
っ
て
い

る
。

▽
新
た
な
共
販
攻
撃

に
衝
撃
走
る

６
月
７
日
、「
有
明
ノ
リ
」

養
殖
業
者
に
全
量
出
荷
要
請

を
し
た
と
し
て
、
独
禁
法
違

反
の
疑
い
で
九
州
３
県
（
福

岡
、
佐
賀
、
熊
本
）
の
漁
協

・
漁
連
に
立
入
調
査
が
入
っ

た
と
報
じ
ら
れ
た
。
こ
の
よ

う
な
不
当
な
共
販
攻
撃
が
行

わ
れ
て
い
る
日
本
は
世
界
的

に
も
異
常
で
あ
り
、
つ
い
に

漁
協
も
標
的
に
な
っ
た
。

農
協
で
は
す
で
に
始
ま
っ

て
い
た
。
大
手
企
業
か
ら
す

る
と
、
農
産
物
の
「
買
い
叩

き
」
を
さ
ら
に
強
め
る
に
は

農
協
共
販
は
じ
ゃ
ま
で
あ

る
。
だ
か
ら
、
世
界
の
協
同

組
合
に
認
め
ら
れ
、
か
つ
世

界
的
に
は
強
化
さ
れ
て
い
る

独
禁
法
の
適
用
除
外
さ
え
不

当
だ
と
攻
撃
し
始
め
た
。

個
々
の
小
さ
な
農
家
が
大

き
な
買
い
手
と
取
引
す
る
と

き
に
買
い
叩
か
れ
な
い
よ
う

に
共
同
で
販
売
す
る
行
為

は
、
公
正
・
対
等
な
競
争
を

促
進
す
る
行
為
で
あ
り
、
独

禁
法
の
カ
ル
テ
ル
に
は
当
た

ら
な
い
、
と
す
る
「
独
禁
法

の
適
用
除
外
」
が
世
界
的
な

大
原
則
と
な
っ
て
い
る
。

▽
共
販
は
合
法
だ
が

共
販
の
た
め
の
出
荷

ル
ー
ル
は
違
反
だ
と

い
う
論
理
破
綻

日
本
の
独
禁
法
で
も
そ
う

な
っ
て
い
る
が
、
規
制
改
革

推
進
会
議
は
、
こ
の
適
用
除

外
が
不
当
だ
と
言
い
始
め
、

さ
ら
に
は
手
っ
取
り
早
く
独

禁
法
の
適
用
除
外
を
実
質
的

に
無
効
化
し
て
し
ま
う
べ

く
、独
禁
法
の
厳
格
適
用（
共

販
は
認
め
る
が
、
共
販
の
た

め
の
出
荷
ル
ー
ル
は
違
反
だ

と
い
う
破
綻
し
た
論
理
）
で

農
協
共
販
潰
し
を
始
め
た
。

ま
ず
、
独
禁
法
の
適
用
除

外
を
な
し
崩
し
に
す
る
政
治

的
な
厳
格
適
用
（
選
挙
後
の

山
形
・
福
井
、
高
知
の
ナ
ス
）

が
行
わ
れ
、
独
禁
法
の
適
用

除
外
規
定
を
無
視
し
た
畜
安

法
の
改
定
が
行
わ
れ
た
。
こ

れ
は
、
酪
農
共
販
に
お
け
る

出
荷
ル
ー
ル
づ
く
り
を
否
定

し
て
共
販
を
な
し
崩
し
的
に

弱
体
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
共
販
を
畜
安
法

の
改
定
で
弱
体
化
し
た
の

に
、
そ
れ
で
も
共
販
率
が
低

下
し
な
い
こ
と
に
腹
を
立
て

た
規
制
改
革
推
進
会
議
は
、

２１
年
６
月
１
日
、
「
農
協
に

独
禁
法
違
反
行
為
を
し
な
い

よ
う
表
明
さ
せ
、
農
水
省
に

農
協
の
独
禁
法
遵
守
の
指
導

を
命
じ
、
特
に
、
酪
農
分
野

に
お
け
る
独
禁
法
違
反
の
取

締
り
の
強
化
を
図
る
」
と
い

う
全
く
の
筋
違
い
な
答
申
を

出
し
た
。

農
協
の
共
販
が
あ
っ
て
も

農
家
側
が
買
い
叩
か
れ
て
い

る
現
状
は
、
現
在
の
米
価
の

低
迷
で
も
明
白
な
の
に
、
さ

ら
に
買
い
叩
く
た
め
に
、
共

販
潰
し
を
正
当
化
し
よ
う
と

す
る
神
経
を
疑
う
。

こ
の
流
れ
が
、
つ
い
に
漁

協
に
も
来
た
。
筆
者
も
有
明

ノ
リ
の
漁
協
で
の
講
演
時
に

も
聞
い
た
が
、
入
札
を
や
っ

て
い
て
も
、
買
い
手
側
の
談

合
的
な
行
為
が
あ
っ
て
買
い

叩
か
れ
気
味
に
な
っ
て
い
る

実
態
は
広
く
耳
に
し
て
い

る
。ま

た
、
あ
る
漁
協
の
組
合

長
さ
ん
は
「
は
じ
め
に
売
価

あ
り
き
。
最
初
に
小
売
価
格

が
設
定
さ
れ
て
い
て
、
逆
算

で
原
価
は
い
く
ら
と
い
う
方

式
で
水
揚
げ
し
た
魚
の
値
段

が
決
め
ら
れ
る
と
い
う
流
れ

が
固
定
化
し
つ
つ
あ
る
の
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」
と
述

べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
共
販
が
あ
っ

て
も
魚
価
が
漁
民
側
に
有
利

に
形
成
し
に
く
い
実
態
が
あ

る
の
に
、
さ
ら
に
、
共
販
を

弱
体
化
し
よ
う
と
す
る
と
は

何
事
か
。共
販
は
認
め
る
が
、

共
販
の
た
め
の
出
荷
ル
ー
ル

（
全
量
出
荷
な
ど
）
は
違
反

だ
と
い
う
の
は
、
出
荷
ル
ー

ル
が
な
く
て
は
共
販
は
成
立

し
な
い
の
だ
か
ら
、
完
全
な

破
綻
し
た
論
理
で
あ
る
。

こ
れ
が
い
か
に
お
か
し
い

か
。
サ
ン
キ
ス
ト
の
例
か
らかん

も
明
白
で
あ
る
。
米
国
の
柑

き
つ橘

類
の
専
門
農
協
で
あ
る
サ

ン
キ
ス
ト
は
、
独
禁
法
の
適

用
除
外
と
な
っ
て
い
て
、
組

合
員
は
柑
橘
生
産
の
全
量
を

サ
ン
キ
ス
ト
を
通
し
て
出
荷

す
る
専
属
利
用
契
約
を
結
ん

で
い
る
。
品
質
や
出
荷
時
期

な
ど
に
つ
い
て
も
、
組
合
員

の
総
意
の
下
で
厳
し
い
ル
ー

ル
が
定
め
ら
れ
て
い
て
、
違

反
者
は
除
名
処
分
を
受
け

る
。こ

の
よ
う
な
内
規
に
同
意

で
き
な
け
れ
ば
、
組
合
員
に

な
ら
ず
独
自
に
販
売
す
れ
ば

よ
い
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
場

合
は
サ
ン
キ
ス
ト
の
ブ
ラ
ン

ド
を
名
乗
る
こ
と
は
で
き
な

い
。こ

れ
ら
の
ル
ー
ル
は
、
ブ

ラ
ン
ド
を
守
り
、
組
合
員
の

利
益
を
維
持
す
る
た
め
の
当

然
の
対
応
と
見
な
さ
れ
て
い

て
、
独
禁
法
上
の
問
題
で
は

な
い
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る（
矢
坂
雅
充
先
生
）。

全
量
出
荷
を
要
請
し
た
か
ら

問
題
だ
と
い
う
よ
う
な
論
理

は
明
白
な
間
違
い
な
の
で
あ

る
。▽

規
制
改
革
推
進
会

議
の
廃
止
が
不
可
欠

本
来
は
、
大
手
小
売
り
を

頂
点
と
す
る
「
優
越
的
地
位

の
濫
用
」
と
「
不
当
廉
売
」

こ
そ
を
独
禁
法
で
取
り
締
ま

る
べ
き
な
の
に
、
そ
れ
は
ま

っ
た
く
行
わ
ず
に
、
さ
ら
に

「
優
越
的
地
位
の
濫
用
」
と

「
不
当
廉
売
」
を
強
化
で
き

る
よ
う
に
、
農
家
側
を
弱
体

化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

我
が
国
に
お
け
る
、
こ
の

よ
う
な
世
界
的
に
も
例
が
な

い
よ
う
な
不
当
な
農
家
・
漁

家
へ
の
「
買
い
叩
き
」
強
化

が
横
行
し
て
い
る
こ
と
の
異

常
さ
を
認
識
し
、
ま
っ
と
う

な
国
に
早
く
戻
さ
な
い
と
、

生
産
資
材
価
格
高
騰
で
苦
し

む
現
場
の
疲
弊
が
さ
ら
に
進

み
、
取
り
返
し
が
つ
か
な
く

な
る
。

一
部
企
業
の
利
益
だ
け
を

増
や
す
た
め
の
規
制
改
革
推

進
会
議
の
一
方
的
で
理
不
尽

極
ま
り
な
い
決
定
を
永
田
町

（
政
治
）
も
霞
が
関
（
行
政
）

も
大
手
町
（
生
産
者
組
織
）

も
覆
す
こ
と
が
で
き
ず
、
従

う
だ
け
と
い
う
構
造
に
一
日

も
早
く
終
止
符
を
打
つ
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

＊

＊

第111回

農
水
省
は
６
月
２４
日
、
同

省
が
実
施
し
た
家
畜
人
工
授

精
所
へ
の
立
入
調
査
結
果
等

を
踏
ま
え
、
各
農
政
局
や
関

係
団
体
等
に
「
家
畜
改
良
増

殖
法
及
び
家
畜
遺
伝
資
源
に

係
る
不
正
競
争
の
防
止
に
関

じ
ゅ
ん
し
ゅ

す
る
法
律
の
遵
守
の
徹
底
に

つ
い
て
」
を
通
知
し
た
。

「
家
畜
改
良
増
殖
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
及
び

「
家
畜
遺
伝
資
源
に
係
る
不

正
競
争
の
防
止
に
関
す
る
法

律
」
は
２０
年
１０
月
に
施
行
さ

れ
た
。
同
省
は
、
家
畜
人
工

授
精
所
に
お
け
る
業
務
の
実

態
の
把
握
や
法
令
遵
守
の
徹

底
等
を
図
る
た
め
、
各
家
畜

人
工
授
精
所
に
対
し
て
自
己

点
検
の
実
施
を
要
請
す
る
と

と
も
に
、立
入
調
査
を
実
施
。

そ
の
結
果
、
一
部
の
家
畜
人

工
授
精
所
に
お
い
て
帳
簿
管

理
等
に
不
備
が
あ
っ
た
。

通
知
で
は
、
家
畜
人
工
授

精
用
精
液
、
家
畜
体
内
受
精

卵
ま
た
は
家
畜
体
外
受
精
卵

（
以
下
、
精
液
等
）
の
不
正

流
通
や
和
牛
の
血
統
矛
盾
に

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
と
し

て
、
家
畜
人
工
授
精
所
、
獣

医
師
、
家
畜
人
工
授
精
師
等

の
関
係
者
へ
の
指
導
の
徹
底

を
要
請
し
て
い
る
。

自
己
点
検
・
立
入
調
査
結

果
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

【
自
己
点
検
結
果
】

２１
年
６
月
か
ら
２２
年
３
月

に
か
け
て
実
施
。
２０
年
次
運

営
状
況
報
告
が
あ
っ
た
家
畜

人
工
授
精
所
４
２
７
０
ヵ
所

に
要
請
し
、
３
９
５
０
ヵ
所

か
ら
回
答
が
得
ら
れ
た
。

精
液
等
の
適
正
流
通
の
確

保
に
必
要
な
事
項
の
う
ち
、

指
導
等
が
必
要
と
考
え
ら
れ

た
点
検
項
目
は
、
①
精
液
等

と
証
明
書
の
一
体
的
な
管

理
、
②
授
精
証
明
書
へ
の
精

液
証
明
書
の
添
付
及
び
写
し

の
保
管
、
③
精
液
等
の
生
産

に
係
る
取
り
違
え
防
止
の
た

め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、

④
譲
渡
等
記
録
簿
の
記
載
・

保
存
、
⑤
都
道
府
県
知
事
へ

の
運
営
状
況
報
告
に
係
る
対

応
。不

正
競
争
防
止
の
推
進
に

あ
た
り
、
一
層
の
取
り
組
み

の
推
進
が
必
要
と
考
え
ら
れ

た
点
検
項
目
は
、
①
契
約
等

に
よ
る
精
液
等
の
使
用
者
の

範
囲
や
目
的
の
制
限
の
明

示
、
②
①
の
制
限
が
課
せ
ら

れ
た
精
液
等
を
第
三
者
へ
譲

渡
す
る
場
合
の
制
限
。

【
立
入
調
査
結
果
】

２０
年
１１
月
か
ら
２２
年
３
月

に
か
け
て
６
１
５
ヵ
所
で
実

施
。
改
善
指
導
を
実
施
し
た

家
畜
人
工
授
精
所
は
３１
ヵ
所

だ
っ
た
。

項
目
別
の
改
善
指
導
の
箇

所
数
（
延
べ
数
）
は
、
帳
簿

管
理
が
２９
ヵ
所
、
構
造
・
設

備
・
器
具
管
理
が
２
ヵ
所
、

そ
の
他
の
事
項
が
４
ヵ
所
。

帳
簿
管
理
で
は
、
「
家
畜

人
工
授
精
用
精
液
証
明
書
等

に
つ
い
て
、
家
畜
人
工
授
精

用
精
液
等
と
一
体
的
な
譲
渡

・
使
用
・
保
存
が
さ
れ
て
い

な
い
」
「
家
畜
人
工
授
精
簿

が
適
切
に
記
載
・
保
存
さ
れ

て
い
な
い
」
「
発
行
し
た
授

精
証
明
書
、
体
内
・
体
外
受

精
卵
移
植
証
明
書
の
写
し
が

保
管
さ
れ
て
い
な
い
」
な
ど

の
不
備
が
見
つ
か
っ
た
。

農水省調査

家
畜
人
工
授
精
所
の
帳
簿
管
理
等
に
不
備

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
５８
・
９
％

和
牛
遺
伝
資
源
関
連
２
法
の
遵
守
状
況

２１
年
度
、０.９
ポ
イ
ン
ト

増
に
と
ど
ま
る

東京大学教授鈴木宣弘氏

世界に例を見ない
共販潰しの強化が進む
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全
国
開
拓
代
表

者
大
会
等
中
止

全
日
本
開
拓
者
連
盟

２１
年
度
の
食
料
・
農
業
・

農
村
白
書
が
公
表
さ
れ
た
。

第
３
章
「
農
村
の
振
興
」
で

は
、
中
山
間
地
域
の
農
業
経

営
体
数
・
農
地
面
積
・
農
業

産
出
額
が
、
い
ず
れ
も
全
国

の
約
４
割
を
占
め
、
食
料
生

産
な
ど
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
こ
と
を
紹
介
。ま
た
、

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
多

様
な
農
業
経
営
の
推
進
等
に

つ
い
て
も
記
述
し
て
い
る
。

中
山
間
地
域
は
人
口
で
は

全
国
の
約
１
割
だ
が
、
農
業

経
営
体
数
は
４２
・
１
％
、
農

地
面
積
は
３７
・
０
％
、
総
土

地
面
積
で
は
６４
・
７
％
を
占

め
て
い
る
（
表
）
。
食
料
生

産
を
担
う
と
と
も
に
、
豊
か

な
自
然
や
景
観
の
形
成
・
保

全
と
い
っ
た
多
面
的
機
能
の

発
揮
の
面
で
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

全
国
の
農
業
産
出
額
に
占

め
る
中
山
間
地
域
の
割
合
は

約
４
割
。品
目
別
に
み
る
と
、

２０
年
は
米
、
穀
物
・
麦
類
、
野

菜
の
割
合
が
い
ず
れ
も
３
割

程
度
の
一
方
、
果
実
で
は
４３

・
２
％
、
畜
産
で
は
５５
・
０

％
を
占
め
、
全
品
目
の
平
均

値
４１
・
０
％
よ
り
高
く
な
っ

て
い
る（
図
）。そ
の
理
由
は
、

果
樹
や
畜
産
は
地
形
上
の
制

約
が
比
較
的
小
さ
い
た
め
と

考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

農
業
経
営
体
の
農
業
所

得
、
農
業
生
産
関
連
事
業
所

得
、
農
外
事
業
所
得
の
合
計

の
う
ち
、
農
業
所
得
の
占
め

る
割
合
を
４
つ
の
農
業
地
域

類
型
別
に
み
る
と
、
都
市
的

地
域
は
４５
％
と
低
い
一
方

で
、
平
地
農
業
地
域
と
中
山

間
地
域
（
中
間
農
業
地
域
、

山
間
農
業
地
域
）
は
８８
〜
９６

％
と
高
い
。

中
間
農
業
地
域
、
山
間
農

業
地
域
の
１
農
業
経
営
体
当

た
り
の
農
業
所
得
（
２０
年
）

は
１
０
６
万
円
、６１
万
円
で
、

そ
れ
ぞ
れ
平
地
農
業
地
域

（
１
５
３
万
円
）の
約
７
割
、

約
４
割
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
理
由
は
、
傾
斜
度
の
大
き

い
農
地
が
多
い
と
い
っ
た
地

理
条
件
等
か
ら
、
土
地
生
産

性
や
労
働
生
産
性
が
平
地
農

業
地
域
と
比
べ
低
く
な
っ
て

お
り
、農
業
粗
収
益
が
低
く
、

農
業
経
営
費
の
占
め
る
割
合

が
や
や
高
い
た
め
と
考
え
ら

れ
る
と
し
て
い
る
。

加
工
・
販
売
や
農
家
民
宿

な
ど
の
農
業
生
産
関
連
事
業

の
実
施
状
況
を
農
業
地
域
類

型
別
に
み
る
と
、
中
間
農
業

地
域
、
山
間
農
業
地
域
の
実

施
割
合
は
、
他
地
域
と
同
様

に
、
と
も
に
１０
％
程
度
と
な

っ
て
い
る
。

白
書
で
は
、
農
村
、
特
に

中
山
間
地
域
で
は
複
合
経
営

を
進
め
、
所
得
と
雇
用
機
会

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と

指
摘
し
て
い
る
。

農
水
省
は
、
小
規
模
農
家

を
は
じ
め
と
し
た
多
様
な
経

営
体
が
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ

し
い
農
業
経
営
を
実
現
す
る

た
め
、
地
域
特
性
に
応
じ
た

複
合
経
営
実
践
の
取
り
組
み

を
支
援
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。

農
水
省
は
６
月
１７
日
、「
有

機
農
業
等
の
取
組
に
関
す
る

意
識
・
意
向
調
査
結
果
」
を

公
表
し
た
。
農
業
者
の
有
機

農
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
年

数
は
、
「
１０
年
以
上
」
と
の

回
答
が
７
割
を
占
め
て
い

る
。
だ
が
、
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
人
手
不
足

や
栽
培
管
理
の
手
間
な
ど
か

ら
、
面
積
を「
拡
大
し
た
い
」

は
１
割
強
に
と
ど
ま
り
、「
現

状
維
持
」
が
７
割
を
超
え
て

い
る
。

同
調
査
は
、
２０
年
農
林
業

セ
ン
サ
ス
で
化
学
肥
料
・
化

学
合
成
農
薬
を
使
用
し
な
い

な
ど
の
有
機
農
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
回
答
し
た
農
業

者
を
対
象
と
し
て
、
２１
年
８

月
下
旬
か
ら
９
月
下
旬
に
か

け
て
実
施
し
、
２
６
４
７
人

か
ら
回
答
を
得
た
。

▽
有
機
農
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
作
目
（
複
数
回
答
）

は
、
水
稲
が
４４
・
０
％
と
最

も
多
く
、
次
い
で
野
菜
３９
・

０
％
、
果
樹
１９
・
０
％
の
順
。

（
今
は
）
「
取
り
組
ん
で
い

な
い
」
は
、
２２
・
３
％
と
な

っ
て
い
る
。

▽
有
機
農
業
を
続
け
て
い

る
２
０
５
６
人
の
取
り
組
み

年
数
は
、
「
１０
年
以
上
」
が

７１
・
３
％
と
最
も
多
く
、
次

い
で
「
５
〜
６
年
」
１２
・
２

％
、
「
７
〜
９
年
」
８
・
７

％
の
順
。

▽
取
り
組
む
理
由
（
複
数

回
答
）
は
、
「
よ
り
よ
い
農

産
物
を
提
供
し
た
い
」
が
６９

・
２
％
と
最
も
多
く
、
次
い

で
「
農
薬
・
肥
料
な
ど
の
コ

ス
ト
低
減
」３５
・
５
％
、「
農

作
業
を
行
う
上
で
の
自
身
の

健
康
の
た
め
」
３２
・
９
％
の

順
。▽

今
後
の
有
機
農
業
の
取

り
組
み
面
積
は
、
「
現
状
維

持
」
が
７２
・
３
％
と
最
も
多

く
、
「
拡
大
し
た
い
」
が
１４

・
２
％
、
「
縮
小
し
た
い
」

が
１０
・
１
％
、
無
回
答
が
３

・
５
％
だ
っ
た
。

▽
「
拡
大
し
た
い
」
と
す

る
理
由
（
同
）
は
、
「
よ
り

よ
い
農
産
物
を
提
供
し
た

い
」
が
６３
・
２
％
と
最
も
多

く
、
次
い
で
「
環
境
負
荷
を

少
な
く
し
た
い
」４１
・
６
％
、

「
生
物
多
様
性
を
保
全
し
た

い
」
３１
・
３
％
の
順
。

▽
「
縮
小
し
た
い
」
ま
た

は
「
現
状
維
持
」
と
す
る
理

由
（
同
）
は
、
「
人
手
が
足

り
な
い
」
が
４７
・
２
％
と
最

も
多
く
、
次
い
で
「
栽
培
管

理
が
手
間
が
か
か
る
」
が
４４

・
５
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る

（
図
）
。

国
や
自
治
体
に
希
望
す
る

支
援
（
同
）
に
つ
い
て
は
、

「
有
機
農
業
の
取
り
組
み
に

対
す
る
支
援
（
直
接
支
払

い
）
」
が
３９
・
８
％
と
最
も

多
く
、
次
い
で
「
機
械
導
入

や
施
設
整
備
」
２６
・
７
％
、

「
有
機
農
産
物
の
販
路
確
保
」

２１
・
３
％
の
順
と
な
っ
て
い

る
。流

通
加
工
業
者
の
意
識
・

意
向
も
調
査
し
て
い
る
（
１

２
０
１
事
業
者
が
回
答
）
。

▽
有
機
食
品
を
「
取
り
扱

っ
て
い
る
」
は
２０
・
６
％
、

「
取
り
扱
っ
て
い
な
い
」
が

７０
・
０
％
だ
っ
た
。

▽
取
り
扱
っ
て
い
る
２
２

６
事
業
者
の
今
後
の
国
産
有

機
食
品
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
は
、
「
増
や
し
た
い
」
が

６０
・
６
％
と
最
も
多
く
、
次

い
で
「
現
状
維
持
」
３８
・
５

％
、
「
減
ら
し
た
い
」
０
・

９
％
の
順
。

▽
「
増
や
し
た
い
」
と
す

る
理
由
（
同
）
は
、
「
品
質

が
い
い
」
が
５８
・
４
％
と
最

も
多
く
、
次
い
で
「
国
内
農

業
支
持
を
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
」
４７
・
４
％
、
「
環
境
へ

の
配
慮
を
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
」
４６
・
７
％
の
順
と
な
っ

て
い
る
。

愛
知
県
豊
橋
市
は
県
南
東

部
に
位
置
し
、
南
は
太
平
洋

に
面
し
て
い
る
。
東
三
河
地

方
の
経
済
・
交
通
の
中
心
で
、

人
口
は
約
３７
万
人
。
市
内
を

流
れ
る
豊
川
か
ら
の
用
水
と

温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
農

畜
産
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
る
。
戦
後
、
１５
の
地
区
で

開
拓
事
業
が
進
め
ら
れ
た
。

て
ん
ぱ
く
ち
ょ
う

同
市
南
部
の
天
伯
町
天
伯

原
地
区
は
広
大
な
台
地
で
、

１
９
４
５（
昭
和
２０
）年
、
復

員
軍
人
・
戦
災
者
ら
２
０
０

戸
余
り
が
入
植
し
た
。
明
治

時
代
か
ら
長
い
間
、
陸
軍
の

演
習
地
で
あ
っ
た
た
め
、
軍

馬
や
兵
隊
に
踏
み
固
め
ら
れ

た
土
地
だ
っ
た
。
機
械
が
な

く
わ

い
開
拓
当
初
は
、
鍬
に
よ
る

手
作
業
で
苦
労
し
て
開
墾
が

行
わ
れ
た
。
加
え
て
、
土
壌

は
強
酸
性
で
栄
養
分
が
乏
し

く
、水
利
条
件
も
悪
か
っ
た
。

入
植
者
は
、
４８
年
に
天
伯

原
開
拓
農
協
を
設
立
し
て
解

決
に
あ
た
っ
た
。
営
農
は
、

麦
・
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
か

ら
、
野
菜
作
へ
と
移
行
し
て

い
っ
た
。
６８
年
に
豊
川
用
水

が
完
成
し
、
通
水
に
よ
り
水

不
足
は
解
消
さ
れ
た
。

現
在
、
キ
ャ
ベ
ツ
や
ト
マ

ト
な
ど
、
露
地
や
施
設
で
の

野
菜
栽
培
が
盛
ん
で
あ
る
。

同
町
豊
栄
の
天
伯
山
神
社

の
敷
地
内
に
、
「
土
に
挑
む

男
」
の
像
が
建
っ
て
い
る
。

同
開
拓
農
協
の
組
合
員
一
同

が
、
開
拓
３０
周
年
を
記
念
し

て
、
７５
年
１２
月
に
建
立
し
た

も
の
。
鍬
で
荒
野
を
切
り
開

い
た
開
拓
者
の
姿
を
表
し
て

い
る
。
台
座
の
裏
面
に
は
、

碑
文
と
入
植
者
の
氏
名
が
刻

ま
れ
て
い
る
。

碑
文
の
中
段
に
は
、
「
昭

和
二
十
年
十
一
月
五
日
旧
陸

軍
演
習
場
で
あ
っ
た
こ
の
天

伯
原
の
荒
野
に
、
自
作
農
創

設
の
夢
を
抱
い
た
弐
百
余
戸

の
開
拓
者
が
入
植
し
た

爾

来
風
雪
三
十
年

無
か
ら
有

を
生
み
出
す
開
拓
農
民
の
筆

舌
に
つ
く
せ
ぬ
労
苦
は
、
汗

と
涙
の
尊
い
軌
跡
と
足
ら
ざ

る
を
補
い
合
う
協
同
の
成
果

に

美
し
い
同
志
愛
の
事
績

を
遺
し
、
あ
ら
ゆ
る
艱
難
辛

苦
に
耐
え
た
者
の
み
が
知
る

喜
び
と
緑
な
す
沃
野
に
よ
っ

て
報
わ
れ
た
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。

同
神
社
の
境
内
に
は
「
豊

橋
市
開
拓
記
念
館
」も
あ
る
。

開
拓
３５
周
年
を
記
念
し
て
８０

年
１０
月
に
建
設
さ
れ
た
。
館

内
に
は
、
開
拓
当
時
の
農
耕

具
や
生
活
用
具
、
写
真
な
ど

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

全
日
本
開
拓
者
連
盟
（
菊

地
文
夫
委
員
長
）
は
６
月
９

日
に
開
い
た
２２
年
度
第
２
回

中
央
常
任
委
員
会
で
、
「
全

国
開
拓
代
表
者
大
会
」
及
び

「
全
国
開
拓
青
年
・
女
性
研

修
会
」
の
開
催
中
止
を
決
定

し
た
。

同
大
会
及
び
同
研
修
会

は
、
１１
月
中
旬
に
東
京
で
の

合
同
開
催
を
予
定
し
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
収
束
に
至
っ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
中
止
す
る
こ
と
と

し
た
。

開
拓
組
織
の
動
き

７
月
後
半
か
ら
９
月
上
旬

に
か
け
て
予
定
さ
れ
て
い

る
、
開
拓
組
織
の
主
な
行
事

は
次
の
と
お
り
。

７
月

２１
日

全
開
連
理
事
会

８
月

２４
日

全
開
連
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
参
事
会
議
（
熊
本
）

２６
日

北
海
道
チ
ク
レ
ン
農

協
連
通
常
総
会

㈱
北
海
道
チ
ク
レ
ン

ミ
ー
ト
株
主
総
会

９
月

５
日

全
開
連
理
事
会
・
監

事
会
、
連
盟
中
央
常
任

委
員
会

６
日

全
開
連
決
算
監
査
・

監
事
会

全
開
連
人
事

（
７
月
１
日
付
）

採
用

増
田
一
彦
（
継
続

雇
用
：
西
日
本
支
所
福
岡
事

業
所
所
長

兼
務

ジ
ャ
パ

ン
ビ
ー
フ
農
協
出
向
）

中山間地域

取
り
組
み
面
積「
現
状
維
持
」が
７
割

農
業
産
出
額
は
全
国
の
約
４
割

有
機
農
業
等
に
関
す
る
意
識
調
査

２１
年
度
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書
か
ら

愛知県豊橋市・天伯原開拓記念像

「土に挑む男」

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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農
水
省
は
６
月
２８
日
、
２２

年
の
農
業
構
造
動
態
調
査
結

果
（
２
月
１
日
現
在
）
を
公

表
し
た
。
全
国
の
農
業
経
営

体
数
は
１
０
０
万
経
営
体
を

初
め
て
割
り
込
み
、
個
人
経

営
体
も
引
き
続
き
減
少
が
続

い
て
い
る
。
一
方
、
法
人
経

営
体
数
は
継
続
し
て
増
加
し

て
い
る
。

す
べ
て
の
地
域
、３
千

万
円
以
下
層
で
減
少

全
国
の
農
業
経
営
体
数
は

９７
万
５
１
０
０
経
営
体
で
、

前
年
か
ら
５
万
５
８
０
０
経

営
体（
５
・
４
％
）減
少
し
、

初
め
て
１
０
０
万
経
営
体
を

割
り
込
ん
だ
。
う
ち
個
人
経

営
体
数
は
９３
万
５
千
経
営
体

で
前
年
か
ら
５
万
６
４
０
０

経
営
体
（
５
・
７
％
）
減
少

し
た
。
一
方
、
法
人
経
営
体

数
は
３
万
２
２
０
０
経
営
体

で
、
前
年
か
ら
１
・
９
％
増

加
し
て
い
る
。

経
営
体
数
を
地
域
別
に
み

る
と
、
関
東
・
東
山
が
２１
万

６
９
０
０
経
営
体
（
４
・
８

％
減
）
、
東
北
が
１７
万
４
５

０
０
経
営
体
（
５
・
７
％

減
）
、
九
州
が
１５
万
２
０
０

経
営
体
（
６
・
２
％
減
）
な

ど
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
他

の
農
業
地
域
も
含
め
、
全
国

で
経
営
体
数
は
減
少
し
て
い

る
。農

産
物
販
売
金
額
規
模
別

の
農
業
経
営
体
数
の
増
減
率

は
図
１
の
と
お
り
。
５
０
０

０
万
円
以
上
の
層
で
増
加
し

て
お
り
、
特
に
１
億
円
以
上

の
層
は
８
・
３
％
増
と
大
き

く
増
加
し
て
い
る
。
３
千
万

円
以
下
の
層
は
す
べ
て
で
減

少
し
て
い
る
。

単
一
経
営
体
、耕
種
・

畜
種
と
も
に
減
少

農
業
経
営
組
織
別
に
経
営

体
数
を
み
る
と
、
販
売
の
あ

っ
た
経
営
体
数
は
８９
万
９
９

０
０
経
営
体
で
、
５
・
３
％

減
少
し
た
。
う
ち
、
単
一
経

営
体
（
主
位
部
門
の
販
売
金

額
が
８
割
以
上
の
経
営
体
）

は
７３
万
１
７
０
０
経
営
体

で
、
５
・
５
％
減
少
。
全
体

の
８１
・
３
％
を
占
め
た
。

単
一
経
営
体
を
業
種
別
に

み
る
と
、
耕
種
は
畑
作
が
３

万
８
０
０
経
営
体
（
６
・
７

％
減
）
、
露
地
野
菜
が
６
万

１
９
０
０
経
営
体
（
５
・
５

％
減
）
、
施
設
野
菜
が
４
万

１
１
０
０
経
営
体
（
３
・
５

％
減
）
、
果
樹
類
が
１０
万
２

３
０
０
経
営
体
（
３
・
８
％

減
）
。
畜
種
で
は
酪
農
が
１

万
９
０
０
経
営
体
（
５
・
２

％
減
）
、
肉
用
牛
が
２
万
１

１
０
０
経
営
体
（
４
・
１
％

減
）
な
ど
と
な
っ
た
。

個
人
の
主
業
・
準
主
業

経
営
体
と
も
に
減
少

個
人
経
営
体
の
主
副
業
別

の
経
営
体
数
は
、
図
２
の
と

お
り
。
主
業
経
営
体
数
が
１

万
７
７
０
０
経
営
体
（
８
・

０
％
）
、
準
主
業
経
営
体
が

９
８
０
０
経
営
体
（
７
・
２

％
減
）
、
副
業
的
経
営
体
が

同
２
万
８
８
０
０
経
営
体

（
４
・
６
％
減
）
そ
れ
ぞ
れ

減
少
し
て
い
る
。

個
人
経
営
体
の
基
幹
的
農

業
従
事
者
（
仕
事
と
し
て
主

に
農
業
に
従
事
し
た
人
）
数

を
み
る
と
、
１
２
２
万
５
５

０
０
人
で
前
年
に
比
べ
て
７

万
６
６
０
０
人（
５
・
９
％
）

減
少
し
て
い
る
。

年
齢
別
に
み
る
と
、
４９
歳

以
下
が
５
・
４
％
減
で
、
７５

歳
以
上
が
全
体
の
３２
・
９
％

を
占
め
た
。
地
域
別
で
４９
歳

以
下
の
割
合
を
み
る
と
、
北

海
道
が
２９
・
４
％
、
九
州
・

沖
縄
が
と
も
に
１３
・
１
％
、

関
東
・
東
山
が
１１
・
４
％
な

ど
で
割
合
が
高
か
っ
た
。

経
営
体
数
が
減
少
し
、
大

規
模
化
、
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

農
水
省
は
６
月
１３
日
、
２１

年
度
の
「
農
業
委
員
へ
の
女

性
の
参
画
状
況
」
を
公
表
し

た
。
前
年
度
に
引
き
続
き
、

女
性
農
業
委
員
が
登
用
さ
れ

て
い
る
委
員
会
は
増
加
し
て

い
る
。

全
国
の
女
性
農
業
委
員
数

は
２
８
６
９
人
で
、
前
年
か

ら
８
人
増
。全
農
業
委
員（
２

万
３
１
７
７
人
）
に
占
め
る

割
合
は
１２
・
４
％
（
前
年
度

比
０
・
１
㌽
増
）
だ
っ
た
。

女
性
委
員
が
登
用
さ
れ
て

い
る
農
業
委
員
会
数
は
１
４

４
８
で
前
年
度
と
同
数
で
あ

り
、
８５
・
１
％
（
同
率
）
を

占
め
る
。
全
国
の
農
業
委
員

会
数
は
全
体
で
１
７
０
２

で
、前
年
度
と
同
数
だ
っ
た
。

都
道
府
県
別
に
み
る
と
、

女
性
の
割
合
が
高
い
の
は
、

栃
木
１９
・
８
％
（
０
・
８
㌽

増
）
、
宮
城
１８
・
８
％
（
１

・
６
㌽
増
）
、
岩
手
１８
・
７

％
（
０
・
２
㌽
減
）
の
順
と

な
っ
て
い
る
。

一
方
、割
合
が
低
い
の
は
、

香
川
８
・
０
％
（
０
・
４
㌽

増
）
、
福
島
（
０
・
６
㌽
増
）

及
び
兵
庫
（
１
・
１
㌽
減
）

が
８
・
１
％
の
順
だ
っ
た
。

農
業
委
員
の
う
ち
女
性
の

平
均
人
数
で
は
、
栃
木
３
・

０
人
、
滋
賀
２
・
８
人
、

山
口
２
・
５
人
の
順
で
多

い
。第

５
次
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
の
成
果
目
標

（
農
業
委
員
に
占
め
る
女

性
の
割
合
３０
％
）
に
達
し

て
い
る
農
業
委
員
会
数
は

６５
だ
っ
た
。
う
ち
、
栃
木

４５
・
５
％
、
長
野
・
和
歌

山
４２
・
９
％
、
岩
手
・
群

馬
な
ど
６
県
で
４０
・
０
％

と
、
９
県
が
４０
％
を
超
え

て
い
る
。

農
水
省
は
６
月
１
日
、「
地

方
応
援
隊
」
を
編
成
し
、
条

件
不
利
地
域
の
市
町
村
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
発
表
し

た
。
国
交
省
と
共
同
で
、
両

省
の
若
手
職
員
が
市
町
村
の

課
題
解
決
に
当
た
る
。

農
業
の
生
産
条
件
が
不
利

な
中
山
間
地
域
、豪
雪
地
帯
、

離
島
な
ど
が
抱
え
る
課
題
に

つ
い
て
整
理
し
、
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
の
方
向
性
を

市
町
村
に
提
示
し
て
い
く
。

他
の
地
域
の
事
例
や
他
の
省

庁
を
含
め
た
国
の
政
策
な
ど

の
情
報
提
供
を
し
つ
つ
、
若

手
目
線
の
様
々
な
ア
プ
ロ
ー

チ
を
提
案
し
て
い
く
。

地
方
応
援
隊
の
取
り
組
み

は
２０
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
て

お
り
、
２２
年
度
か
ら
本
格
化

し
て
い
る
。
活
動
期
間
は
応

募
年
度
か
ら
原
則
２
年
間
を

目
安
と
す
る
。

様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
条

件
不
利
地
域
の
農
業
振
興
が

図
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。

み

か
た
ば
ら

静
岡
県
浜
松
市
の
三
方
原

地
域
は
、
戦
後
開
拓
が
盛
ん

に
行
わ
れ
た
地
域
だ
っ
た
た

め
、
現
在
も
多
く
の
開
拓
農

家
が
営
農
を
続
け
る
活
気
あ

る
開
拓
地
と
な
っ
て
い
る
。

は
く
し
ょ
う

そ
の
中
の
一
つ
に「
白
昭
」

地
域
が
あ
る
。
近
隣
に
位
置

み
や
こ

だ

す
る
浜
松
市
立
都
田
図
書
館

が
、
「
都
田
白
昭
満
州
開
拓

村
の
歩
み
」
と
題
し
た
展
示

会
を
今
年
１
月
４
日
か
ら
３

月
５
日
に
開
催
し
た
。

同
図
書
館
は
三
方
原
の
戦

後
開
拓
に
つ
い
て
研
究
を
行

っ
て
い
る
「
浜
松
北
地
域
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
」
と
協
力

し
、
現
存
す
る
白
昭
地
域
を

探
検
す
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

と
併
せ
て
開
催
し
た
。
同
協

議
会
が
執
筆
し
た
「
都
田
白

昭
満
州
開
拓
物
語
」
か
ら
の

説
明
を
書
き
添
え
て
、
挿
し

絵
や
写
真
、
開
拓
鍬
な
ど
の

農
機
具
を
展
示
。
参
加
者
に

戦
後
開
拓
の
歩
み
を
紹
介
し

た
（
写
真
１
）
。

白
昭
地
域
は
三
方
原
の
中

で
も
特
殊
な
地
域
で
、
他
の

地
域
と
は
異
な
り
、
満
州
開

拓
団
が
帰
国
後
、
３０
戸
程
度

が
そ
の
ま
ま
丸
ご
と
入
植
し

た
。
そ
の
た
め
、
当
時
の
満

州
で
の
開
拓
団
が
入
植
し
てぱい

い
た
村
の
名
前
で
あ
る
「
白

た
ん
し
ょ
う

坦
昭
」
か
ら
名
前
を
取
り
、

地
域
を
白
昭
と
名
付
け
て
戦

後
開
拓
を
始
め
た
。
ソ
連
兵

に
襲
撃
さ
れ
た
経
験
な
ど
か

さ
ん
そ
ん

ら
、
他
の
地
域
の
散
村
形
態

と
は
異
な
り
、住
居
を
集
合
。

一
番
最
初
に
道
路
を
通
し
、

そ
の
左
右
に
住
居
を
並
べ
て

造
り
、
皆
で
ま
と
ま
っ
て
暮

ら
し
た
。
白
昭
の
道
路
を
挟

ん
だ
開
拓
の
住
居
は
現
存
し

て
お
り
、
開
拓
農
家
が
暮
ら

し
て
い
る
。

飲
み
水
や
顔
を
洗
う
水
も

無
く
、
開
拓
者
は
屋
根
に
降

っ
た
雨
水
を
貯
め

こ

て
濾
し
て
飲
ん
だ

り
、
何
㌔
も
歩
い

て
川
の
水
を
汲
ん

で
担
い
だ
り
し
た
。
顔
を
洗

う
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

子
ど
も
た
ち
の
間
で
眼
病
が

大
流
行
す
る
事
態
も
起
き

た
。開

拓
当
初
は
麦
や
サ
ツ
マ

イ
モ
を
栽
培
し
た
が
、
酸
性

土
壌
で
育
た
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
ゴ
ミ
（
ダ
ス
ト
）
な

ど
を
町
ま
で
何
㌔
も
歩
い
て

貰
い
に
行
き
、
土
壌
の
改
良

に
努
め
、
後
に
ス
イ
カ
や
ミ

カ
ン
が
育
つ
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
（
写
真
２
）
。

着
の
身
着
の
ま
ま
開
拓
に

入
っ
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の

文
化
を
守
る
こ
と
を
強
く
意

識
し
た
。
小
・
中
・
高
す
べ

て
の
学
校
を
開
校
す
る
こ
と

を
目
指
し
、
入
植
と
同
時
に

地
域
の
一
番
奥
の
場
所
に
学

校
の
用
地
を
確
保
。
都
田
小

学
校
南
分
教
場
（
現
・
都
田

南
小
学
校
）
を
開
校
し
た
。

農
作
業
で
ど
ん
な
に
疲
れ
て

い
て
も
、
夜
に
は
入
植
し
た

家
族
み
ん
な
で
小
学
校
に
集

ま
り
、
読
書
会
や
レ
コ
ー
ド

鑑
賞
を
行
っ
た
。
後
に
開
校

で
き
た
高
校
は
現
在
は
廃
校

と
な
っ
た
も
の
の
、
都
田
南

小
学
校
は
現
在
も
存
続
し
て

お
り
、
開
拓
農
家
の
子
々
孫

々
以
外
の
地
域
の
子
ど
も
た

ち
も
通
学
し
て
い
る
。

書
籍
の
執
筆
と
展
示
を
行

っ
た
き
っ
か
け
に
、
こ
の
小

学
校
の
校
長
や
教
員
の
、
白

昭
の
開
拓
精
神
を
後
の
世
代

に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
と

い
う
熱
い
希
望
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
開
拓
当
時
を
知
る
開

拓
者
が
高
齢
化
し
、
元
気
に

営
農
を
続
け
て
い
る
農
家
は

４
人
程
度
に
。
こ
れ
が
最
後

の
白
昭
の
証
言
に
な
る
は
ず

と
、
開
拓
の
歩
み
を
伝
え
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
始
動
し

た
。都

市
化
の
波
が
著
し
い
地

域
だ
っ
た
が
、
現
在
も
専
業

農
家
を
続
け
て
い
る
開
拓
者

も
い
る
。
語
り
部
の
中
心
と

な
っ
た
「
白
昭
の
歴
史
を
語

る
会
」の
武
井
俊
夫
会
長（
８７

歳
）
が
特
に
代
表
的
で
、
ト

ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
な
ど
の
花
を

生
産
し
、
先
進
的
な
営
農
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
三
方
原

全
体
で
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が

名
物
だ
が
、
白
昭
で
は
特
に

花
が
名
物
と
な
っ
て
い
る
。

他
に
は
、
レ
タ
ス
、
セ
ロ
リ
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
も
生
産

し
て
い
る
。

開
拓
の
実
績
で
５２
年
に
大

臣
賞
を
受
賞
。
大
臣
か
ら
の

苗
で
道
路
が
「
白
昭
の
桜
通

り
」
と
な
っ
た
。
拡
張
工
事

で
切
り
落
さ
れ
た
が
、
「
桜

ま
つ
り
」
は
現
在
も
続
い
て

い
る
。
白
昭
は
地
域
で
結
束

し
、開
拓
地
を
守
っ
て
い
る
。

（写真１）展示を見学する参加者。この後、ウォークラリーへ

写真提供 : 浜松市立都田図書館
（写真２）開拓当時のスイカ収獲の様子

写真提供 : 浜松北地域まちづくり協議会

‒白
昭
‒農
具
な
ど

展
示

静
岡

三三

方方

原原

全
国
経
営
体
数
１００
万
割
れ

全
国
経
営
体
数
１００
万
割
れ

〜
開
拓
の
歩
み
伝
え
る
〜

２２
年
農
業
構
造
動
態
調
査

地
方
応
援
隊
が
農
業
振
興

条
件
不
利
な
中
山
間
地
域
な
ど
支
援

女
性
農
業
委
員
１２
・
４
％
に

２１
年
度
引
き
続
き
割
合
増
加
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野菜の生育には暑さが影響する。夏
秋トマトの生産では、高温や強い日射
しにより、樹勢の低下や障害果の発生
が問題となり、裂果や尻腐果など、品
質に大きな損害を与える。
広島県立総合技術研究所農業技術セ
ンターは調光と細霧のシステムを導入
することにより、トマトの暑熱ストレ
スを回避する方法を実証した。
●方法
試験は２１年に、同センター（東広島
市、標高２２４ｍ）で実施した。妻面開放
と合わせ、換気扇によって強制換気を
行う「対照区」、対照区と同じ換気と、
遮光資材（遮光率３５％）を照度によっ
て自動で開閉（図１）する「調光区」、
調光区と同じ換気・調光に粒径６５㎛（マ
イクロメートル）の細霧を吐出するノ
ズルを用いて０．４mpa（メガパスカル）
の水圧で間欠噴霧を行う「調光＋細霧
区」の３区を設けた。
細霧冷房は０．３～０．５mpa の６５㎛の

ぬ

低圧タイプを採用し、葉の濡れによっ
て病害を助長しないよう、ノズルは畝
間中央に３ｍごと２ｍ３０㎝の高さで設
置。畝方向のみに１８０秒間隔で６０秒の間
欠噴霧を行った。
●結果
施設内の１日の環境の変化をみる

と、照度は調光区、調光＋細霧区で強
い日射を回避し、両区で過湿を回避し
た。気温は対照区と比べ最大で３℃、
葉温は最大５℃低く抑えることができ
た。定植から１０月１１日まで、昇温抑制
処理により高温と強い日射を回避し、
調光＋細霧区は調光単独より７５～８５
klx（キロルクス）光に当たる時間を長
くできた。
８月１９日時点の生育状況は、調光＋
細霧区で茎葉の茂り具合が最も良かっ
た。また、試験終了までに茎径はやや
太く、葉長は長く、夏季の落ち込みが
少なかった。また、葉幅も広く、夏季
の落ち込みが少なかった。葉面積と樹

勢の維持に昇温抑制
が有効であることが
示された。
調光＋細霧区は、
対照区と比べて可販
果収量は２８％増加し
た。収穫果房段別に
みても、図２のよう
に、対照区と比べて
良好な成績を収め
た。調光により裂果、
細霧の併用により夏
季と晩秋の落ち込み
が少なかった。
以上のことから、
調光と細霧を組み合
わせることにより、
トマトの暑熱ストレ
スを軽減し、可販果
収量を増やすことが
できることが明らかになった。
既存の施設により変動するが、調光
システムは合計１２０万円／１０ａ程度、細
霧冷房は合計７５万円／１０ａ程度で導入
が可能。併用により年間６２万円／１０ａ
の所得向上が見込まれるため、３年程
度でコストが回収できるものとみられ

ている。
同センターは使用上の注意点とし

て、長時間トマトを濡れさせないこと、
梅雨など高湿度の時期には運転時間の
短縮・停止が必要なこと、ミネラルが
多い水を使う際には収穫物が汚れる可
能性があることなどを挙げている。

栃木県農業試験場は「有機農業・野
菜の栃木県内栽培マニュアル―篤農家
の優良事例と科学的な解明」をホーム
ページで公表している。同試験場では、
野菜の有機栽培を対象として県内篤農
家の事例を調査し、試験を行ってきた。
同マニュアルはその結果をまとめたも
の。その中から、ボカシ肥料を使用し

た栽培技術を紹介する。
〈方法〉
１７年～２０年の４年間、有機栽培を行
っている事例農家が作製したボカシ肥
料を場内ほ場で使用し、その農家と同
じ栽培方法（病害虫防除、雑草対策、
防虫ネット、黒マルチ、太陽熱消毒な
ど）で再現試験を行った。

試験区は、ボカシ
肥料を農家慣行の施
肥量とした区（農家
慣行区）、農家慣行
２倍またはボカシ肥
料の肥効率５０％とし
て施肥基準量を施用
した区（農家慣行２
倍区）、対照として
化学肥料区の３区を
設定し、１年２作の
栽培によってボカシ
肥料の特性・収量・
環境への影響を調査
した。
使用したボカシ肥
料は、ビール粕１８００
㎏、鶏ふん１２００㎏、
くず大豆３５０㎏、菌体
２５０㎏、米ぬか１００㎏、

く ん

魚粉１００㎏、燻炭５０㎏
に水を加え山積み
し、温度が上昇して

きたら毎日切り返し、３週間後に再度
水を加えて３週間切り返し、約１ヵ月
半で作製したものである。
〈結果〉
ボカシ肥料の成分は、窒素２．３％、リ
ン酸２．４％、カリ１．８％で、窒素は４５％が
１週間で無機化し、リン酸は４１％が易
溶性で、カリは３９％が水溶性だった。
三要素の肥効が同程度であったため、
多くの作物で使いやすい資材であると
考えられた。
農家慣行区及び農家慣行２倍区の収
量は、一部作物を除き概ね施肥基準の
目標収量を得ることができた（表）。レ
タス・チンゲンサイ・ジャガイモは目
標収量を得られなかったが、ボカシ肥
料の肥効率を考慮して施用量を増加さ
せると収量は増加した。

窒素の土壌浸透を調査した結果で
は、有機農業２区の硝酸態窒素濃度は
化学肥料区と比べて、概ね深さ３０㎝と
１００㎝でどちらも低く推移している。特
に、地表面下１００㎝の土壌浸透水中の硝
酸態窒素濃度は、化学肥料区は地下水
の環境基準値である１０㎎／Ｌを超過し
たが、農家慣行区は４年間一度も超過
しなかった（図）。このようなことか
ら、ボカシ肥料を施用した有機栽培の
方が地下水の環境汚染への影響が少な
く、環境負荷が小さい栽培技術である
と考えられた。
同試験場は留意点として、ボカシ肥
料は三要素のバランスは良いが、肥料
成分が少なく現物を多く施用する必要
があるため、作業性は化学肥料よりも
劣ることを挙げている。

ドローンなど無人航空機の機体の
登録が６月２０日から義務化された。
無人航空機の利用が拡がる中で、所
有者を把握することにより安全を確
保するのがねらい。今回の登録義務
化は農業用ドローンも対象となって
いるため、利用者は機体の登録が必
要である。
従来の航空法では、機体の重量が

２００ｇに満たないものについては登
録対象外となっていたが、今回の登
録制度の改正により、１００ｇ以上のも
のすべてが登録の対象となる。登録

を行わずに飛行させた場合の罰則も設
けられている。
農水省がドローン販売企業に農薬散
布用ドローン販売台数の聞き取り調査
を行ったところ、１９年（１９２２台）から
２０年（５５６１台）の１年で約３倍に増加
している。
農業分野へのドローンの活用は、薬
剤等の散布に限らず播種やほ場管理な
ど多岐にわたっており、全体でみると
さらに多くのドローンが活用されてい
ると考えられる。同省の「農業用ドロ
ーンの普及拡大に向けた官民協議会」
ＨＰや会員向けのメールマガジンでも
農業用ドローンの登録に関する情報が
発信されている。

トマト 調光＋細霧で暑さ対策
可販果収量が２８％増加

ボカシ肥料でダイコンなど成績良好
有機農業マニュアル公表

農業用ドローン登録義務化
１００ｇ以上すべて対象に
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牛乳でスマイルプロジェクト進行中
消費拡大目指しアピール

乳用牛は暑熱ストレスを受けると乳
量や繁殖などに影響があるほか、最悪
の場合廃用になる恐れもある。
兵庫県南あわじ市の南淡路農業改良
普及センターは、排気ファンと送風機
などを設置する「ハイブリッド型トン
ネル換気システム」によって簡単に暑
熱ストレスを軽減することができるこ
とを明らかにした。
～方法～
実証は、搾乳牛５０頭規模を繋ぎ飼い
方式で飼養しているＡ牧場で行った。
実証を行うまでは、通路からの送風、
細霧冷房、屋根を白く塗る―の３つの
対策を実施。さらなる暑熱対策として、
効果の高いトンネル換気システムを２０
年６月に導入。牛舎のもう片面に毎分
６００㎥の排気ファン１２台を、６台×２段
で設置した（写真）。
風速を高めるため、風上側に送風機
を設置し、空気を押す力を加えた。牛
舎サイドの窓を閉めて吸気ポイントを
１ヵ所にして密閉型に近づけた。これ
により牛舎通路は、想定（４．６m/s）以上
の５．２m/s の風速を確保した（図１）。

さらに、吸気口で水をまき、取り込
む空気の温度を下げる工夫をした。
調査項目は、①１９年および２０年牛群
検定成績表から標準乳量②搾乳牛舎内
・外部、隣接する乾乳牛舎内部の１日
の気温推移③１９年及び２０年の７～９月
の経産牛の廃用頭数の３つとし、シス
テム設置前後を比べた。
～結果～
Ａ牧場とＡ牧場を含む１４戸の部会の
標準乳量の推移は図２のとおり。１９年
はＡ牧場も部会同様夏に乳量が低下し

たのに対し、システム導入後は
夏の乳量の低下は少なく、効果
がうかがえた。気温では、対策
を実施していない乾乳舎は、舎
外よりも舎内温度が高くなった
一方、搾乳牛舎は舎外温度を下
回っている時間が長かった。特
に外気温が高い１４～１６時の間は
温度差が大きく、効果がうかが
えた。暑熱ストレスによる廃用
頭数は１９年が９頭だったのに対
し、２０年は１頭に抑えられた。
また、３ヵ月間の経済効果を
みると、１頭当たりの出荷乳量
は１３％増加し１２万３９９０㎏、出荷額は５０
頭で前年比で約１７０万円増加した。その
他の効果として、牛舎サイドの窓を閉

めるため、カラスなどの野鳥が牛舎内
に侵入しなくなり、エサの盗食や乳房
や陰部へのいたずらを防止できた。

家畜改良事業団は６月２２日、２１年の
乳用牛群能力検定成績速報を公表し
た。２１年（１～１２月）の全国の３０５日乳
量は過去最高を更新した。分娩間隔は
北海道・都府県とも短縮した。全国の
検定参加戸数は７２６５戸で、２１年の畜産
統計の戸数に対して５１．８％を占めてい

る。
１頭当たりの乳量（ホルスタイン種、

３０５日乳量、立会検定）の全国平均は、
１１㎏（０．１％）増加し、９８３０㎏となった。
地域別では、北海道は２７㎏（０．３％）減
の９８２４㎏、都府県は８９㎏（０．９％）増の
９８４１㎏だった。なお、自動搾乳（搾乳

ロボット）検定は１７９㎏（１．６％）増加
し、１万１３５４㎏だった。
分娩間隔の全国平均は２日短縮し、

４２９日だった。地域別では、北海道は３
日短縮し４２２日、都府県は３日短縮し
４４３日となった。全国の分娩間隔は、過
去２０年で最短となった。同事業団は、
分娩間隔の短縮には、極端に分娩間隔
が長期化した牛を出さないように早め

早めの管理を徹底することが大切であ
ると指摘している。

農水省は Jミルクとともに、６月１０
日から「牛乳でスマイルプロジェクト」
を開始した。
同省のプラスワンプロジェクトなど
の取り組みにより、春休み等が重なる
春先や正月休み等がある冬の消費減退
の危機は乗り越えたものの、飼料代等
の著しい高騰等などによる酪農経営の
危機にあるため、引き続き生乳消費の
力強い喚起が求められている。①各団
体が独自に販促・ＰＲ活動を行い、消

費拡大を呼びかける②業界の枠を超え
た連携を含め、参加者同士が新たに共
同で取り組むキャンペーン等を促し、
消費拡大の輪を広げる―などの活動を
展開していく。
幅広い業界が一体となり、酪農家の
直面する危機に立ち向かうことが重要
となる。

吸気口側に設置した送風機

暑熱ストレスを受けている乳用牛は
循環障害を起こし、代謝性アシドーシ
ス（血液が酸性に傾きかけている）な
どの状態になる。そこで、兵庫県農業
共済組合は注射専用の高張食塩液（以
下、ＨＳＳ）を注射で投与することに
よる効果を検討した。
～方法～
淡路島内の４農場の暑熱ストレスを
受けたと判断された乳用牛２３頭を供
試。期間は１７年７～９月とした。
供試牛を、ＨＳＳを１Ｌ投与した「低
用量群」に６頭、２Ｌ投与した「中用
量群」に６頭、３Ｌ投与した「高用量
群」に５頭、７％重曹注５００mLを投与

した「対照群」に６頭の４群に振り分
けた。ＨＳＳは体重１㎏当たり５mL
を１０分以上かけて投与。投与後１０分も
しくは飲水終了後と投与翌日に採血
し、循環障害の程度をはかるための項
目（ヘモグロビン等）を測定。体温及
び呼吸数の測定も合わせて行った。
～結果及び考察～
ＨＳＳの投与で浸透圧勾配が生じ、
間質組織の自由水が血管内に引き込ま
れて循環血漿量が増加した結果、循環
障害が改善したと推察され、牛の全身
状態が改善された。また、投与翌日に
血中 pHの上昇がみられたことから、
代謝性アシドーシスが改善されたと考

えられた。投与群で体温の低下傾向が
認められた。
循環障害の改善には、６００㎏の牛にＨ
ＳＳを３Ｌ（牛の体重の０．５％の量）投
与することが理想だが、２Ｌ以上で効
果が認められたため、２Ｌ以上の投与
が望ましいと考えられた。
７％重曹注の過剰投与はアルカロー
シスを助長する可能性があるため、暑
熱ストレスでの循環障害の改善を目指
す場合、ＨＳＳを投与した方が効果が
大きいとみられた。投与した後に牛が
飲水する際は、ぬるま湯よりも十分に
冷却した水を投与すると、さらに冷却
効果が高まるとみられる。
静脈内注射をすることが可能な酪農
家は、自分で行うことができる。投与
後の飲水量にも注意し、十分に飲水さ
せることが重要であるとしている。

共通ロゴマーク

う っ と う

例年は、南から鬱陶しい梅雨も
明ける時期ですが、今年の梅雨は
異常に短く、６月中に東北南部ま
で明けました。夏場の水不足が懸
念されます。
７月に入ってからは、梅雨のな
い北海道をはじめとした各地で大
きな被害がでるような豪雨とな
り、心配されます。

いよいよ夏本番を迎えた関東地
区では、秋口の繁殖への影響が懸
念される程、尋常ではない酷暑の
毎日となっています。繁殖豚の影
響を軽減すべく、後躯への散水等
のケアが求められます。
電力需給がひっ迫し、節電が求
められています。
この夏を、管理す
る人も豚も無理な
く快適に乗り切り
たいものです。
（全開連参事
臼井靖彦） 我が家の豚は元気です。

暑熱による乳量減少・廃用防止
ハイブリッド型トンネル換気システムで

代謝性アシドーシスに高張食塩液で対処
暑熱下２㍑以上の投与で効果発揮

３０５日乳量更新、分娩間隔過去２０年で最短
２１年乳用牛群能力検定成績速報
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ひ ら み

戦後開拓地である山梨県甲斐市平見
じょう

城地区は、県北部に位置し、標高１０００
ｍの地域である。
この開拓地には、１９４５年（昭和２０）年
に２５戸、５０名が入植した。当初は、野菜
（キュウリ・ハクサイ・ダイコンなど）
を栽培していたが、出荷コストの関係
から養蚕に切り替えた。その後、養蚕だ
けでは生活が厳しく、５８年から乳用牛
の導入が開始された。現在も同地区で
営農を続けている開拓農家は２戸で、
いずれも肉用牛の肥育を行っている。
同地区で活躍する開拓農家・㈲小林
牧場を紹介する。
交雑種と黒毛和種を肥育
６１年に現在の経営主、小林英輝さん

（４５）の祖父が現地に入植し、牧場経営
を開始。父であり会長でもある輝男さ
ん（７３）は、７０年に就農。英輝さんは０３
年に就農した。牧場は７月現在、１０名
（雇用予定の研修生１名含む）の従業
員で管理を行っている。交雑種を１１５０
頭、黒毛和種を２００頭飼養している。
交雑種を「甲州ワインビーフ」とし
て自らブランド化したほか、黒毛和種

は「甲州牛」として肥育しているのが
特徴。交雑種のスモールは、家畜市場
や相対取引で導入。赤身の旨味を特徴
としているため、格付等級はＢ３～Ｂ
４が中心で、基本的に２４ヵ月齢で出荷
している。
濃厚飼料や粗飼料のほかに、山梨県
の特産品であるワインの製造過程で発
生するブドウのしぼり粕を乳酸発酵さ
せたものを飼料の一部として給与して
いる。他にも、同じく県内の酒の製造
過程で発生する酒粕や飼料米なども給
与している。これら特色のある飼料を
混ぜた混合飼料は、生後４～１２ヵ月あ
たりまでの期間、給与している。
英輝さんが同ブランド牛の美味しさ

の秘訣を語ってくれた。ブドウ粕を与
えていれば必然的に美味しくなるとい
うわけではなく、「ブドウ粕を食べて
健康に育ったから美味しくなる」とい
う考えのもと、日常の飼養管理を行っ
ているという。
また、牧場内にはたい肥センターが
設置されており、排せつ物から有機質
肥料を作り出し、地域のブドウ農家な
どに提供することで循環型農業を実現
している。
牧場の信念
２００１年に日本では初めてのＢＳＥ
（牛海綿状脳症）が発生。牛肉の消費
が落ち込み生産現場は大きく混乱し
た。こうした情勢を受け、安定経営の
ために自分で生産したものは自分で売
る力を持ち、生産物の価格決定権を自
ら持つことを目標に、その翌年に直売
所の経営を開始した。牧場から１年間
に出荷されるワインビーフの約５０％が

直売所で販売されている。
直売所は小売りをメインとした経営
形態をとっている。県内外のホテルや
レストランなどに対する卸売販売も行
っていたが、コロナ禍で消費が落ち込
み大きな影響を受けた。だが、内食需
要の高まりから小売りが増加し、卸売
りの分を金額ベースでカバーすること
ができたという。このように、直売所
の経営も行うことで、牧場全体の安定
した経営を実現させている。
今後の展望
昨今、飼料の安全性や価格高騰とい
った問題が発生している。この問題に
対し、県内産稲わらなどの利用や、特
色ある飼料にウィスキーのしぼり粕を
追加するため商談を進めるなど、輸入
に頼らない安定した飼料給与をさらに
推進していく予定だという。
そして、日本では牛肉の供給を輸入
品に頼っている部分がある。苦しい状
況ではあるが、日本で生産した美味し
い牛肉を国内で消費してもらいたいた
め、生産頭数を減らさず、今後も出荷
を続けていく。
今後、小林牧場単体ではなく、肥育
農家同士で交流し、県内生産者の生産
力を全体的に強化することにより、山
梨全体を盛り上げていきたいと抱負を
語ってくれた。

農水省は７月１２日、畜産統計（２２年
２月１日現在）を公表した。それによ
ると、乳用牛及び肉用牛の飼養頭数は
前年に比べ増加したものの、飼養戸数
はともに減少が続いている。

乳用牛

全国の飼養戸数は１万３３００戸で、前
年に比べ５００戸（３．６％）減少（表１）。
飼養頭数は１３７万１０００頭で、前年に比べ
１万５０００頭（１．１％）増加した。１戸当
たり飼養頭数は４．８頭増え、１０３．１頭と
なった。
飼養頭数の内訳をみると、経産牛は

８６万１７００頭で１万２４００頭（１．５％）、未
経産牛は５０万９５００頭で３０００頭（０．６％）
増加した。
成畜（満２歳以上の牛）飼養頭数規
模別にみると、飼養戸数は、「１００～１９９
頭」及び「２００頭以上」の階層で増加し
たが、これら以外の階層では減少した。
飼養頭数は、「１００～１９９頭」及び「２００
頭以上」の階層で増加したほか、「１
～１９頭」の階層で前年並みとなったが、
これら以外の階層では減少。成畜飼養
頭数規模別の飼養頭数割合は、「１００～

１９９頭」及び「２００頭以上」の階層で全
体の約５割を占めている。
地域別にみると、飼養戸数は沖縄の
み増加したものの、他すべての地域で
減っている。飼養頭数は、北海道、関
東・東山及び中国で増加したほか、北
陸及び四国で前年並みとなったが、他
の地域では減少した。地域別の飼養頭
数割合は、北海道が全国の約６割を占
めている。

肉用牛

全国の飼養戸数は４万４００戸で、前年
に比べ１７００戸（４．０％）減少（表２）。
飼養頭数は２６１万４０００頭で、９０００頭
（０．３％）増加。１戸当たり飼養頭数は
２．８頭増え、６４．７頭となった。
飼養頭数の内訳をみると、肉用種は

１８１万２０００頭で１万７０００頭（０．９％）減少
し、乳用種は８０万２２００頭で２万６４００頭
（３．４％）増加した。肉用種のうち、子
取り用めす牛は６３万６８００頭で４０００頭
（０．６％）増加した。乳用種のうち、ホ
ルスタイン種他は２４万６９００頭で３１００頭
（１．２％）減り、交雑種は５５万５３００頭で
２万９６００頭（５．６％）増えた。交雑種は

２年連続で増加した。
総飼養頭数規模別にみると、飼養戸
数は「１００～１９９頭」、「２００～４９９頭」及
び「５００頭以上」の階層で増加したが、
これら以外の階層で減少。飼養頭数は
「５００頭以上」の階層で増加したが、そ
れ以外のすべての階層で減少した。総
飼養頭数規模別の飼養頭数割合は、

「５００頭以上」の階層が全体の約４割を
占めている。
地域別にみると、飼養戸数はすべて
の地域で減っている。飼養頭数は、東
北、北陸、九州及び沖縄で減少したが、
他の地域では増加した。地域別の飼養
頭数割合は、九州が全国の約４割を占
めている。

㊧輝男さん㊨英輝さん

農畜産業振興機構は７月８日、肉
用牛肥育経営安定交付金（牛マルキ
ン）の２２年５月分の交付金単価を公
表した。乳用種の標準的販売価格が
標準的生産費を下回ったため、引き
続き交付が行われる。７１ヵ月連続の

発動となった。交雑種及び肉専用種
の発動はなかった。
乳用種の交付金単価（１頭当たり、
概算払い）は、３万６０６６．９円（前月
は３万２５５８．７円）と算定された。前
月分と比べ、販売価格は上昇したも
のの、素畜費や飼料費などの生産費
が増加したため、交付金は増額とな
った。

山梨県甲斐市平見城地区 ㈲小林牧場

循環型農業でブランド牛生産

２２年畜産統計

乳・肉用牛の飼養頭数ともに増加
戸数は減少傾向止まらず

乳用種の発動継続
牛マルキン５月分
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

出荷頭数増も、
冷蔵品輸入量減
で相場上向くか

６月は、梅雨入りで牛肉の需要が鈍
り、枝肉の引き合いが弱まった。交雑
種（Ｆ１）・和牛の相場は弱もちあいで
推移した。乳牛去勢は引き続き堅調だ
った。
【乳去勢】６月の東京市場乳牛去勢
Ｂ２の税込み平均枝肉単価（速報値、
以下同じ）は１１１０円（前年同月比１０６％）
となり、前月に比べ１円の上げで横ば
いだった。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、７月の乳用種の全国出荷頭数は２
万６４００頭（１０１％）で引き続き前年同月
を上回ると見込んでいる。
【Ｆ１去勢】６月の東京市場の交雑種
去勢税込み平均枝肉単価は、Ｂ３が
１５２４円（前年同月比９８％）、Ｂ２は１３７６
円（９８％）となった。前月に比べそれ
ぞれ７８円、８５円下げた。

同機構は７月の交雑種の全国出荷頭
数を２万８００頭（１０８％）と、引き続き
前年同月を上回ると予測している。

【和去勢】６月の東京市場の和牛去
勢税込み平均枝肉単価は、Ａ４が２３９４
円（前年同月比１００％）､Ａ３は２１８２円
（１０２％）となった。前月に比べそれぞ
れ４０円、３９円上げた。
同機構は７月の和牛の全国出荷頭数
を４万４３００頭（９８％）と減少に転じる
と予測。牛全体の出荷頭数は９万３千
頭（１０１％）と見込んでいる。
７月の輸入量は、総量で４万９２００ｔ

（９５％）と予測。内訳は冷蔵品２万１５００
ｔ（８６％）、冷凍品２万７７００ｔ（１０３％）。
冷蔵品は、前年同月の米国からの輸入
量が多かったことや為替相場の影響等
から、前年同月をかなり大きく下回る
と予測。前年同月の米国産の輸入量が
少なかったこと等から、前年同月をわ
ずかに上回る見込み。
家庭用食品の値上げが相次ぎ、消費
者の節約志向が強まっている。だが、
例年にない早い梅雨明けで、焼き肉商
材の消費の伸びが期待される。出荷頭
数は前年同月をやや上回る予測だが、
冷蔵品の輸入量は大きく減る見込み。
相場は上向くことが予想される。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み平
均枝肉単価は、乳牛去勢Ｂ２が１１００～
１１５０円、Ｆ１去勢Ｂ３が１５００～１６００円、
Ｂ２は１３００～１４００円、和牛去勢Ａ４が
２４００～２５００円、Ａ３は２１５０～２２５０円で
の相場展開か。

出荷頭数・輸入
量ともに減少し
高値を維持か

６月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が６６２円（前年同月
比１０７％）、中物は６４２円（１０８％）とな
った。前月に比べそれぞれ２９円、３２円
上げた。全国の出荷頭数が少なかった
ことに加え、輸入品の供給が依然とし
て不安定だったことから、異例の高値
となった。下旬には、上物価格が７００円
を超え、中物価格も６００円台後半となっ
た。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、７月は１３１万３千頭（前年同月比
１００％、平年比１００％）、８月は１２９万８
千頭（９８％、１００％）とほぼ前年並みで
推移する見込み。
農畜産業振興機構の需給予測による

と、７月の輸入量は総量で７万５５００ｔ
（前年同月比１０１％）の見込み。内訳は
冷蔵品３万３千ｔ（９３％）、冷凍品４
万２５００ｔ（１０８％）。国産品と競合する
冷蔵品は、北米の国内需要の増加や為
替相場の変動による現地価格の高騰等
から、引き続き前年同月をかなりの程
度下回ると予測している。
出荷頭数が少ない時期となり、例年、
相場は上がる。猛暑の影響で出荷頭数
が予測より減少する可能性もある。一
方、冷蔵品の輸入量は減少傾向が続い
ている。物価高で消費者の低価格志向
が強まる中、値ごろな豚肉の需要は根
強い。相場は引き続き高値を維持する
ものとみられる。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が６５０～６８０円、
中物は６００～６３０円での相場展開か。

ｽﾓｰﾙ・乳素牛も
ちあい、和子牛
は弱気の展開か

【スモール】６月の全国２３市場の１
頭当たり税込み平均取引価格（農畜産
業振興機構調べ、月末の取引結果を除
く暫定値）は、乳雄が１１万７２０９円（前
年同月比８１％）、Ｆ１（雄・雌含む）は
１８万５９４１円（８３％）だった。前月に比べ
それぞれ６１０８円、４９１７円下げた。Ｆ１は
５ヵ月ぶりに前月を下回った。
両品種の取引頭数は前年同月を下回
って推移しており、価格はもちあいの
展開か。
【乳素牛】６月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２０万５４５３円（前年同月比８５％）、Ｆ１去

勢は３５万７７６円（８８％）だった。前月に
比べそれぞれ５４９０円、９２２７円の下げと
なった。
両品種の枝肉相場はやや上げの展開
が予想されているものの、飼料価格の
高騰等による先行き懸念から、素牛価
格はもちあいか。
【和子牛】６月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
６９万６７３７円（前年同月比９０％）となっ
た。前月に比べ２万７１９０円安と２ヵ月
連続で大きく下げた。和牛枝肉相場が
軟調に推移していることに加え、飼料
価格の高騰で肥育農家の購買意欲が低
下した。
子牛の引き合いが鈍る時期となり、
弱気の相場展開が継続すると予想され
る。

農水省は６月２８日、「２１年度食品
製造業におけるＨＡＣＣＰに沿った
衛生管理の導入状況実態調査結果」
を公表した。
有効回答数は、７業種の９５９事業

者。２１年１０月１日現在のＨＡＣＣＰ
（ハサップ＝危害要因分析・重要管
理点）に沿った衛生管理の導入状況
を「すべて又は一部の工場・工程
（ライン）で導入している」（以下
「導入している」）とする事業所は
６１．９％で、前年度と比べ１９．２㌽増加
した。「導入途中の工場がある」は
５．２％、「今後導入予定」は３２．８％だ
った。
業種別に「導入している」割合を
みると、畜産食料品製造業（１０９事業
所）は７０．９％と最も高い。うち、乳
製品製造業（３４事業所）は８７．０％、
その他の畜産食料品製造業（７５事業

者）は６５．２％だった。
「導入している」及び「導入途中の
工場がある」と回答した事業所を対象
に、ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の種
類別の導入状況を調査した。「ＨＡＣ
ＣＰに基づく衛生管理」を導入してい
る割合は３５．６％、「ＨＡＣＣＰの考え
方を取り入れた衛生管理」は６４．４％だ
った。畜産食料品製造業では、前者が
６０．９％（乳製品製造業６０．２％、その他の
畜産食料品製造業６１．２％）、後者が
３９．１％と、他の食品製造業より厳密な
衛生管理を実施している。
ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の導入
にあたっての問題点（全事業者対象、
複数回答）は、「施設・設備の整備（初
期投資）に係る資金」が４５．４％と最も
多く、次いで「従業員に研修を受けさ
せる時間的余裕がない」が３１．０％とな
っている。

６月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ７７２ ９０５ ３１０ ３１５ ２０４，３３１ ２０６，４３５ ６５９ ６５５
Ｆ１去 ２，２３２ ２，１０２ ３４３ ３４４ ３４４，９１４ ３５１，６７３ １，００６ １，０２２
和去 ２，４６７ ２，６２２ ３３９ ３３８ ７５８，４３４ ７８５，３１６ ２，２３７ ２，３２３

東 北
乳去 ２ ６ ２２６ ２８５ １３３，６５０ １８０，４００ ５９３ ６３４
Ｆ１去 ３ － ３３６ － ２９９，２００ － ８９１ －
和去 ２，９０３ ２，８８０ ３２９ ３２９ ６８１，７４８ ７２３，９６５ ２，０７４ ２，１９８

関 東
乳去 ４ ４６ ２４１ ３０６ ８１，１２５ ２８２，８６７ ３３６ ９２６
Ｆ１去 １６３ １５６ ３５５ ３５７ ３６４，６２０ ４０３，３９０ １，０２６ １，１３１
和去 １，０９１ ７１３ ３１７ ３２５ ７３４，３６９ ７９１，３６６ ２，３１３ ２，４３３

北 陸
乳去 － － － － － － － －
Ｆ１去 － － － － － － － －
和去 １７３ － ２８９ － ６９８，２５２ － ２，４１８ －

東 海
乳去 ６ ８ ２７４ ２８８ ２３４，４８３ ２４４，８８８ ８５６ ８５０
Ｆ１去 ４７ ５０ ３２５ ３３０ ３３４，４００ ３３３，２５６ １，０２８ １，０１０
和去 ２０２ ４３２ ２７１ ２８５ ７１０，１２１ ８２０，４７５ ２，６２４ ２，８７５

近 畿
乳去 － － － － － － － －
Ｆ１去 － － － － － － － －
和去 ２５９ ４３６ ２７８ ２５６ ７２７，０９２ ７２５，１８０ ２，６１７ ２，８３３

中 四 国
乳去 １００ ６４ ２８７ ３００ ２２０，４１８ ２２４，６２４ ７６７ ７４９
Ｆ１去 ３０２ ３３５ ３４６ ３３５ ３６０，６８７ ３７１，５０８ １，０４２ １，１０９
和去 ７５９ ８０１ ３０４ ３０８ ６４３，０１５ ７０７，６００ ２，１１２ ２，２９７

九州・沖縄
乳去 １４ ６ ３１２ ２９１ １９３，７５７ １７８，７５０ ６２１ ６１４
Ｆ１去 ４７０ ４６２ ３３６ ３４０ ３６９，４１１ ３７７，８０２ １，１０１ １，１１２
和去 ８，８２６ １１，７２５ ３０６ ３０４ ６８３，１６３ ７０３，６００ ２，２３３ ２，３１７

全 国
乳去 ８９８ １，０３５ ３０７ ３１３ ２０５，４５３ ２１０，９４３ ６６９ ６７４
Ｆ１去 ３，２１７ ３，１０５ ３４３ ３４３ ３５０，７７６ ３６０，００３ １，０２３ １，０５０
和去 １６，６８０ １９，６０９ ３１４ ３１２ ６９６，７３７ ７２３，９２７ ２，２１９ ２，３２０

注：（独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。―は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

食品製造業のHACCP導入６２％に
２１年度、前年度比１９㌽増加

焼き肉商材の需要増期待

畜産物需給見通し畜産物需給見通し


